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日頃より、評価室の活動にご協力いただきありがとうございます。 

 現在、評価室では、研究の質向上にむけた取り組みの一環として、トムソン・ロイター社が開発した

ResearcherID の取得・活用をすすめていきたいと考えております。 

ResearcherID(RID)とは、世界に通用する研究者個人認証番号で、研究者は研究業績を RID にひもづ

ける事で一元化して公開することができます。また、研究業績の被引用数やその経年変化等を把握する

ことで、客観的視点から研究業績を検証することも可能です。RID は、現在世界中で１０万人以上の登

録があり、国内でも大学レベルでRID 取得を奨励しているところもあります。 

 今回、トムソン・ロイター社の古林氏をお招きし、RID の利用方法を解説して頂くと共に、RID 活用

による研究組織の活性化についてセミナーをお願いしました。 

 つきましては下記の日程でセミナーを開催いたしますので、理系・文系問わず、多くの教員の参加を

お待ちしております。 

 

記 

 

日 時： ２０１２年１月２４日（火）  １６：３０～１８：００ 

場 所： 総合研究棟１階 シアター教室 

講 師： トムソン・ロイター社  古林 奈保子 氏 

題 目： 「ResearcherID を用いた研究成果の公開・研究組織活性化の方法」 

  １）ResearcherID とは 

  ２）ResearcherID の取得方法 

  ３）ResearcherID の活用 

  ４）Web of Science について 

 

 

問い合わせ先：総務部総務課評価・企画係（内線3113、3130）  

Email：hyouka@gr.saitama-u.ac.jp 


